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 ８  サーキット・テスタ５（教 P24 ～ 52）

【１】表にある直流電圧計の性能を有するサーキット・テスタを用いて、図の電圧Vを測定した。次の各設
問に答えなさい。ただし、電圧レンジは最も適切なレンジを使用したものとする。

5Ｖ電源

① ② ③ ④
信号線

１ＭΩ

0.5ＭΩ

Ｖ

コネクタＡ

コネクタＢ

ＥＣＵ

 表
レンジ 分解能 確度 入力抵抗 最大入力電圧
50mV 0.001mV 0.05 ＋ 10

100MΩ 1000V　DC500mV 0.01mV
0.02 ＋２

2400mV※ 0.1mV
５V 0.0001V 0.025 ＋５

11MΩ 1000V　rmsAC
50V 0.001V

0.03 ＋２500V 0.01V
1000V 0.1V

　　　 NMRR：80dB以上　50/60Hz　　　※2400mVレンジの最大有効表示　24000
　　　 ただし50mVレンジは70dB以上　50/60Hz　±0.1％
　　　 CMRR：120dB以上　50/60Hz（Rs=１kΩ）
　　　 応答時間：１秒以内

　１�．図の電圧計Vは約何mVを表示するか。答えは小数点第２位以下を切り捨てるものとする。
　２�．図の状態からコネクタⒶを外した場合、電圧計Vは何Vを表示するか。答えは小数点第５位以下を
切り捨てるものとする。

　３�．電圧計Vの表示が3.2000Vであったと仮定した場合、真の電圧は何V～何Vの範囲にあるか。
　４�．電圧計Vの表示が4.9500V～4.9504V間で変動している場合は、何Vを測定値として用いるか。

１ ２ ３ ４

約　　　　　　mV 　　　　　　Ｖ 　　　　　Ｖ
～
　　　　　Ｖ 　　　　　　Ｖ
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 36  プランジャ式ソレノイド・バルブ〔プラス駆動回路〕２（教 P126 ～ 129）

【１】パージ・コントロール・ソレノイド・バルブなどに用いられている図１の駆動信号電圧特性をもつ図
２のプランジャ式ソレノイド・バルブ回路に関する記述として、適切なものには○を、不適切なものに

は×を記入しなさい。

駆動停止条件時

12
10
8
6
4
2
0

IG･ON 駆動条件時

（Ｖ）

5Ｖ安定化電源回路

エンジンＥＣＵ

マ
イ
コ
ン

駆
動
回
路

12Ｖ電源

抵抗
（Ｒ）

Ｖ1

Ｖ3
Ｖ2

Ｖ4

駆動信号線

ソレノイド・バルブ

診断信号

エンジンＥＣＵ
アース線 駆動アース線

図１　駆動信号電圧特性
　　　（図２のV１で測定） 図２　ソレノイド・バルブの駆動回路構成

　１�．駆動条件時、V２に12Vが発生するにも関わらずソレノイド・バルブが作動しない場合は、エンジン
ECUの不良、エンジンECUアース線の断線及び駆動アース線の断線が考えられる。

　２�．駆動時、V２に12Vが発生するにも関わらずソレノイド・バルブが作動しない場合は、ソレノイド・
バルブの異常（断線、接触抵抗などの増大）が考えられるが、駆動アース線の断線は考えられない。

　３�．駆動条件時、V２に12Vが発生するにも関わらずソレノイド・バルブが作動しない場合は、ソレノイ�
ド・バルブの断線、駆動アース線の断線が考えられるが、ソレノイド・バルブの接触抵抗などの増大

は考えられない。

　４�．駆動条件時、V３が０Vの場合は、駆動信号線の短絡（地絡）、ソレノイド・バルブの短絡（地絡）、
エンジンECUの不良が考えられる。

　５�．駆動時、V３が０Vの場合は、駆動信号線の短絡（地絡）、ソレノイド・バルブの短絡（地絡）及びエ
ンジンECUの不良が考えられるが、駆動アース線の断線は考えられない。

　６�．駆動条件時、V３が０Vの場合は、駆動信号線の短絡（地絡）、ソレノイド・バルブの短絡（地絡）、�
駆動アース線の断線、エンジンECUの不良が考えられる。

　７�．駆動条件時、V４が０Vよりも高い場合は、ソレノイド・バルブの断線、ソレノイド・バルブの短絡（地
絡）が考えられる。

　８�．駆動条件時、V４が０Vよりも高い場合は、ソレノイド・バルブのアース系統の異常（断線、接触抵
抗などの増大）が考えられるが、ソレノイド・バルブの断線は考えられない。

　９�．駆動条件時、V４が０Vよりも高い場合は、ソレノイド・バルブの断線が考えられるが、ソレノイド・
バルブのアース系統の異常（断線、接触抵抗などの増大）は考えられない。

　10�．駆動時、V４が０Vよりも高い場合は、駆動アース線の異常（断線）が考えられるが、ソレノイド・
バルブの断線、駆動アース線の異常（接触抵抗などの増大）は考えられない。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
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 ５  フェイルセーフ機能１（教 P66 ～ 68）

【１】前進４段のロックアップ機構付き電子制御式ATのフェイルセーフ機能に関する記述として、適切なも
のには○を、不適切なものには×を記入しなさい。

　　〔車速センサ〕
　１�．走行中、車速センサ１と車速センサ２の両方に異常が発生した場合は、フェイルセーフ機能が働き、
Ｄレンジ、２レンジ及び１レンジのすべての前進モードで、３速固定での走行が可能である。

　２�．走行中に車速センサ１と車速センサ２の両方に異常が発生した場合は、Ｄレンジと２レンジでは３
速固定に制御し、１レンジでは２速固定に制御する。

　　〔スロットル・ポジション・センサ〕
　３�．スロットル・ポジション・センサに異常が発生すると、スロットル・バルブ・スイッチのアイドル
接点とフル接点のON・OFFによりスロットル開度を３段階で検知するため、４速（オーバドライブ）

への変速が禁止となり、また、常にライン・プレッシャが最高圧となるので、変速ショックが大きく�

なる。

　４�．スロットル・ポジション・センサに異常が発生すると、AT・ECUは、スロットル・バルブ・スイッ
チのアイドル接点とフル接点のON・OFFによりスロットル開度を検知しており、ライン・プレッシャ

を常に最高圧としている。

　５�．AT・ECUは、スロットル・ポジション・センサに異常が発生した場合、アイドル接点とフル接点の
両方がOFFのときはライン・プレッシャを最小油圧に、アイドル接点がOFFでフル接点がONのとき

はライン・プレッシャを最大油圧に制御する。

　　〔シフト・ポジション・センサ〕
　６�．ECUにシフト・ポジション・センサ信号のうち、Dレンジ信号と２レンジ信号が同時に入力された
場合は、電気的にＤ＞２＞１の優先順の制御に基づき、２レンジであっても１～４速（オーバドライ�

ブ）まで変速する。

　７�．AT・ECUは、１レンジから２レンジヘのシフト時に２レンジ信号が入力されず無信号となる場合、
１レンジ信号を入力信号とみなすが、実際の変速は、マニュアル・バルブとの関係から２1となる。

　８�．走行中のＤレンジから２レンジへのシフト時において、２レンジ信号がAT・ECUに入力されない
場合、Ｄレンジとみなして走行できるよう制御する。また、AT・ECUにシフト・ポジション・センサ

の複数の信号が入力した場合は、電気的には、Ｄ＞２＞１の優先順の入力信号となり、１～４速（オー

バドライブ）まで変速する。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
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 48  エア・ミックス・アクチュエータ（教 P250 ～ 256）

【１】図に示すオート・エアコンに用いられるモータ・リダクション式のエア・ミックス・アクチュエータ
回路の点検に関する記述として、適切なものには○を、不適切なものには×を記入しなさい。
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　１�．マニュアル操作でHOTモードからCOLDモードを選択した場合の、エア・ミックス・アクチュエー
タ駆動条件時、V１とV２の両方に12Vの電圧が発生している場合は、オート・エアコンECU本体の異

常が考えられる。

　２�．マニュアル操作でHOTモードからCOLDモードを選択した場合の、エア・ミックス・アクチュエー
タ駆動条件時、V３とV４の両方に電圧が発生しない場合は、エア・ミックス・アクチュエータ内部の

異常が考えられるが、オート・エアコンECU本体の異常は考えられない。

　３�．F/Bセンサが図３のH/Cの位置にあるエア・ミックス・アクチュエータの停止時に、V５とV６の両
方に５Vが発生している場合は、エア・ミックス・アクチュエータ内部の異常が考えられるが、オート・

エアコンECU本体の異常は考えられない。

　４�．F/Bセンサが図３のH/Cの位置にあるエア・ミックス・アクチュエータの停止時に、V７とV８の両
方に電圧が発生しない場合は、オート・エアコンECU本体の異常及び５V安定化電源線の断線が考え

られるが、ボデー・アースの不良は考えられない。

１ ２ ３ ４
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 13  概要＆構造・機能１（教 P65 ～ 72）

【１】電子制御式スロットル装置を用いた筒内噴射式ガソリン・エンジンに関する記述として、適切なもの
には○を、不適切なものには×を記入しなさい。

　　〔概　要〕
　１�．成層燃焼とは、層状燃焼と同義であり、部分的に濃淡の混合気の層を作り出して、薄い部分から燃
焼させるようにした燃焼方法をいう。

　２�．均質燃焼とは、層状燃焼と同義であり、部分的に濃淡の混合気の層を作り出して、濃い部分から燃
焼させるようにした燃焼方法をいう。

　３�．均質燃焼とは、混合気の濃度にむらがなく、一様に混ざり合っている状態での燃焼方法であり、成
層燃焼とは、部分的に濃淡の混合気の層を作り出して、濃い部分で燃焼させるようにした燃焼方法で

ある。この均質燃焼と成層燃焼の切り替え時には、均質リーン燃焼が行われている。

　　〔高圧フューエル・ポンプ〕
　４�．カム駆動のプランジャ式フューエル・ポンプにおいて、ポンプの入口及び出口には、それぞれ逆方
向にリード・バルブが取り付けられており、燃料の吸入・吐出を制御している。

　　〔高圧スワール・インジェクタ〕
　５�．スリット・ノズルを内蔵したインジェクタのスリットは、噴霧燃料を扇状に広げる働きをしており、
大気圧雰囲気下（吸気行程噴射時）では、均質燃焼に適すように広く分散した噴霧パターンで噴射し

ている。

　　〔吸気装置〕
　６�．タンブル流方式は、直立吸気ポートと湾曲頂面ピストンを用いてタンブル流を作り出すもので、吸
入空気は真上からシリンダの中に流れ込み、シリンダの吸気側の壁面に沿って下降した後、ピストン

頂面で方向を変えてタンブル流を生成する。

　７�．スワール流方式では、スワール・コントロール・バルブと深皿型頂面ピストンを用いてスワール流
を制御しており、成層燃焼時には、スワール・コントロール・バルブが開くため、吸入空気はストレ�

ート・ポートから燃焼室内に流れ込み、スワール流を作り出す。

　８�．スワール流方式では、スワール・コントロール・バルブと深皿型頂面ピストンを用いてスワール流
を制御しており、成層燃焼時には、スワール・コントロール・バルブを閉じるため、吸入空気はヘリ

カル・ポートから燃焼室内に流れ込み、スワール流を作り出す。

　　〔電子制御式スロットル装置〕
　９�．アクセル及びスロットルの各センサ信号は二重系統になっており、また、異常を検出したときは、
退避走行が可能となる程度に吸入空気の流量を制御している。

　10�．アクセル及びスロットルの各センサ信号が二重系になっているため、エンジンECUとスロットル
ECUがアクセル系統もしくはスロットル系統の異常を検出したときでも、すべての故障状況で通常�

と同じ走行が可能である。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
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 51  点検整備制度３（教 P41 ～ 81）

　　〔定期点検整備〕
【１】「道路運送車両法」及び「自動車点検基準」に照らし、自家用乗用自動車等の定期点検基準に基づき、「点

検時期が２年ごと」と定められている点検箇所の組み合わせとして、適切なものには○を、不適切なも
のには×を記入しなさい。ただし、前回の点検以降の走行距離が１年間当たり５千km以下の自動車を除く。

　１�．かじ取り装置のハンドルの操作具合
　２�．かじ取り装置のパワー・ステアリング装置の油漏れ及び油量
　３�．制動装置のホース及びパイプの漏れ、損傷及び取付状態
　４�．制動装置のマスタ・シリンダ、ホイール・シリンダ及びディスク・キャリパの液漏れ
　５�．緩衝装置の取付部及び連結部の緩み、がた及び損傷
　６�．緩衝装置のショック・アブソーバの油漏れ及び損傷
　７�．動力伝達装置のトランスミッション及びトランスファの油漏れ及び油量
　８�．動力伝達装置のデファレンシャルの油漏れ及び油量
　９�．電気装置のバッテリのターミナル部の接続状態
  10�．電気装置の電気配線の接続部の緩み及び損傷
  11�．原動機の潤滑装置の油漏れ
  12�．原動機の燃料装置の燃料漏れ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

【２】「道路運送車両法」に照らし、道路運送車両の検査及び自動車検査証に関する記述として、適切なもの
には○を、不適切なものには×を記入しなさい。

　１�．自動車の使用者は、原動機の型式に変更があったときは、その事由があった日から15日以内に臨時
検査を受けなければならない。

　２�．自動車の所有者は、当該自動車の用途を廃止したときは、その事由があった日から15日以内に当該
自動車検査証を国土交通大臣に返納しなければならない。

　３�．継続検査の結果、当該自動車が保安基準に適合しないと認める場合に、当該自動車の使用を停止す
る必要があると認めるときを除き、当該自動車の使用者に交付する限定自動車検査証の有効期間は、

15日とする。

　４�．車両番号の指定を受けていない検査対象軽自動車の所有者は、国土交通大臣の行う予備検査を受け
ることができる。また、自動車予備検査証の有効期間は、15日とする

１ ２ ３ ４

　　〔特定整備の定義〕
【３】「道路運送車両法」及び「道路運送車両法施行規則」に照らし、特定整備の定義として、適切な場合は�

○を、不適切な場合は×を記入しなさい。
　１�．特定整備のうち電子制御装置整備の対象となる装置は、運行補助装置と自動運行装置である。

１
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